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第27巻

ホログラフィ干渉法による顔面骨の静的荷重による
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1．はじめに

 中顔面部が外力を受けた場合，想骨または上田骨等

の単一な骨にとどまらず磨接骨へ伝達され，骨が破損

する場合がしばしば高床的に見いだされる．口および

隣接廿の荷重による変形を測定することは骨折に対す

る活線方法あるいは，骨折の予防等を検討する上で是

ヲ秘・要である．従来，歪ゲージを用いた顔面打の変形

測定について報告されているい．この場合、ゲージを

添付した。所の歪情報が得られるだけで他の。所につ

いて変形に題する情報は不明である．測定対線の全体

的な変形を知る方法として今回ホログラフィ干渉法を

用いることにした2，．

 本研究では，人の詑繰頭数骨を用いて書的荷重の方

向や大書きを変えて，顔面骨の変位を測定した．本測

定法においてゴム製の平板を用いて絶対変位を測定出
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来るようにした引．

2．実験方法

 測定対象匂として人戦燥頭数骨2体を用いた．頭数僑

を固定するため，図1に示すようにます形ブ回ックSPを

      ．PU
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     ・P∪

        図1荷重方法
S：支点，Pu：着卓，日：頭働普，”：分録，SP：ます形プロ

ツク

一17一



松本俊郎、河田来栄， 藤田寿之， 土田雅久1植村和嘉 大阪府立高専研究紀要

枠にして，中空部に繍和した超碩石こうを入れ，硬化

する前に後頭部を眼耳平面とブロックの側面とが平行

になるように約4㎝だけ埋没した．

 荷重方法はさおの途中に1：3の関係になる位置に支点

Sを設定し，短い側の端に荷重針を固定した．他端に糸

を固定して滑車PUを介して分締叱吊すことにより3倍

の荷重を作用させた．荷重の方向は荷重機構と骨の相

対位置を環節することにより設定できる．

 測定に用いた光学系を図2に示す．図において，He・

田eレーザから出た光は・半透過続㎜で2分される．遣過

波はレンズで続節して頭着骨の顔面骨部0を照明する．

頭書骨0により反射された光波はホログラム誠板に到達

する．他方，半達過銭㎜で反射された光波は参照波田と

して縦をへてレンズにより，平面波として乾板Pを照．

明する．濃度フィルターDは，顔面骨からの反射光と参

照波の強度を掘節するために使用される．

一M     M
P

 ホログラム作成に先だって荷重方向，荷重且を定め

る．無荷重で1回自の踊光を行い，荷重を糸の先端にか

けて2回目の標光を行うことにより，再生りを得るこ

とができる． 本元掌系では，干渉じま一本当り約0．

32μmの面外変位に対応している．

図3に顔面骨各部および練合部の各名称を示す．図4に

荷重方向の設定の 例を示す．
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      図2 ホログラム光学系

0：歯面骨，IL：照明渡，R：参照波，P：ホログラム乾板，

”：表面鏡，㎜：半遣明鏡，し：レンズ，D：濃度フィルタ

桑買寸前真買情・
           舳諌廿

畑灯弓

図4荷重方向の設定
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図3顔面骨および業合都の各名称

 胞対変位を測定できるように図4に示すように榊長

さ重厚さが8㎜■57㎜■1㎜のゴム板＾を用いて一業を頬骨

骨体部Bに，他端を不動点Cにそれぞれ張り付けた．こ

れとは別に犬歯窩にゴム板Dの一端を，他端を別の不融

点に張り付けた．同榊こして眼窩内の上田母体上面に

もゴム板を設置した．ゴム板の表面は塗料で白色にさ

れている．

図5 ゴム板の設定

一18一



第27巻 ホログラフィ干渉法による顔面骨の静的荷重による変形の測定

3．実業結果および考察
3．1上困骨上，眼港下線中央部に荷重した場合

 荷重点は眼宮下線より約7㎜にあり，方向は眼耳平面

（EP）に平行で矢状面（SP）より外側約15度である．その

結果を図6（a），（b）および（c）に示す．荷重量は（a〕，（b）

および（c）それぞ棚こついて，4509f，900εfおよび1350

9fである．図6（a）でゴム板は＾，DおよびEである．ゴム

板＾の上で不動点よりしま次徴を読み取り想骨骨体部で

4番目を教えることになるので約1．3μ口の変位が想骨内

側方向に生じたことになる．同機の手続きをゴム板D，

Eについても行えば変位を求める．他の場所の変位はこ

れらの場所における変位測定にもとづいて求めること

ができる．

図6（a）ホログラム再生像（4509f）

図6（b〕ホログラム再生像（9009f）

図6（c〕ホログラム再生側13509f）

図6（a），（b）および（c）より荷量位置を中心とする同心円

状の干渉しまが観索される．これは眼窩下線近傍の上

頭骨は骨庫が書いために応力が集中して生じたためと

考えられる．畑号上国廿積合部をへて頼行部における

干渉じまの表れ方から変形を考えると・ほぼ平行した

等間踊の干渉じまが観康されることと頼打は骨厚が比

戦的大きいことを考慮すると，頬骨全体が犠小角だけ

回転していると判新できる．

3．2想付上骨体部に荷重した場合

 荷重方向は，眼耳平面（E円より上方に約40度で失状

面（SP）より外側約40度である．その結果の中で荷重量

図7 ホログラム再生領（900直〕
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が9009fのホ回グラム再生銀を示す．図7でゴム板は＾，

DおよびEである．骨体部の変位は，ゴム板＾の干渉じ

まを用いて不動点より数えて9．9μ呵で，想骨内側方向

に生じたことになる．荷重点では9009fの荷重により1

1．2川だけ想骨内側方向に変位している．図6の上額骨

に対する荷重と違って骨庫が厚いため同心円上の変位

は見られず平行な干渉じまが観焦きれ一体として回転

していることがわかる．

 図8（a〕・（b）は・頬骨上で想行弓竈合部の近傍部に荷

重点を設置し凪耳平面に平行・矢状面より外側55度の

方向から荷重した．荷重量はそれぞれ，2709fおよび9

009fであった．

図7および図8は同じ頬骨上に荷重点を設置しているが

場所が違うことで9009fの荷重量の結果を比縦すると図

8（b）の狽骨弓近傍に荷重した場合が相当変位が大きい

ことがわかる．図7の方は頼廿の中央部に相当する骨体

部に負荷していることになるので歪量が小さくなった

ためと考えられる．図8の方は・練合部近傍に荷重して

いるので続合部での変位が大書く表れていると判断さ

れる．

4．まとめ

（1）上親骨に荷重した場合，骨厚が薄いために荷重点付

近では同心円の変位が生じ，荷重己の珊大と共に放物

線状に変位は増大した．450区fから13509fまでの荷重に

対して1．3μmから5．2μ皿の変位量であった．

（2脚骨に荷重した場合，行庫が厚いために廿全体が回

転するような変位を呈した．行体部と類廿弓植合部近

傍に荷重した場合とでは，後者の方が続合部に近いた

めに変位量は大きく表れた．
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図8（a）ホ回グラム再生り（2709f）

国8（b）ホログラム再生劇9009f）
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